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１。 アンケート調査の実施

（１）調査時期：昭和５９年７月～８月

（２）調査対象：

近畿病院図書室協議会加盟 ６０病院

図書室

病院図書室研究会会員中 ６６病院

図書室

合 計 １２６病院（図書室）

（３）回 答 ７１病院

（４）回収率 ５６９６

（５） 調査項目

①図書室の規模について

面積、蔵書、年間受入図書冊数、現

行逐次刊行物受入種類数、予算、人

員、利用対象者数、設備、実施業務

②図書委貝会について

図書委員会の有無、位置づけ、メン

バー（人数、職種別構成）、運営規

約の有無、開催、審議事項、司書の

委員会に於ける仕事と立場、権限、

問題点

③収書および図書の選択について

収書方針の有無、具体的な収書方針、

蔵書コントロールに於ける責任体制、

子（星ヶ丘厚生年金病院図書室）

子（阪和病院図書室）

子（大阪回生病院図書室）

子（国立大阪病院図書室）

子（住友病院図書室）

－（行岡保健衛生学園図書室）

選択対象となる資料、資料選択の観

点、予算配分、選択トゥール、廃棄

基準の有無と決定の要因、寄贈書取

扱い基準の有無。

④図書室のサービス体制について

図書室利用対象者、図書室の位置、

資料の配置、開室時間、院内蔵書利

用のための体制、レファレンスサー

ビスについての考え方、外部機関の

利用状況、二次資料の所蔵状況、オ

ンラインターミナルの設置状況、

相互貸借サービスの実施状況、サー

ビス体制を整える上での問題点。

⑥図書室の評価について

評価の実施状況、評価項目、評価の

ためのデータ。

⑥統計業務について

採用している統計の種類と方法、統

計の処理、ＵｓｅｒＳｔｕｄｙ実施の有無、

統計業務の問題点。

⑦広報活動について

広報の目的、広報活動の種類、活動

の方法、効果。

③図書室業務以外に携っている仕事の

内容について。



２。 ア ン ケ ー ト 調 査 結 果

図書室の実態調査

アンヶ－ト集ｕ結果

回答

回収率

７１施Ｉ５

５６％

１．図書室の規模

１）面積 平均
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２ ）゙蔵書（単行書のみ） 平均 ４．９９３冊／６３ＳｉＥｌ５
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４）ａ次刊行物・受人種類数（洋・和雑誌を含む） 平均 １８９種／６７施ａ
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５）予算（ 単位 万円） 平均 ８５７万円／６０施ｊａ

１００万円

２００

３Ｇ０

４００

～ ５００

～ ｃｏｏ

～ ７０）

～ ８００

～ ９００

～１，０００

～１，１０）

～ｌ，２００

～１，３＜Ｘ）

～１，４００

～ｌ，５００

～ｌ，６００

～１，７００

～Ｉ．８（）

～ｌ，９００

～２．０００

２，０００～

３，０００～

６）担当者数

施設数

①総数（人員数） 平均 ｌ施設当り １．５人／６９施設

名Ｉ

り４

｛
Ｊ

４

②担当者総ｍ ０７人中の司書，非司書の割合

司 書

非司書

施 設 数

１０ ２） ３０ ４０ ５０ ＧＯ ＴＯ 人数

６８（６４Ｘ）
巨 天 戸

冰 司書が１名いる図書室

” ２ 〃

” ３ 〃

３７施設

ＩＩ 〃

３ ず

司書が全くいない図書室 １８ 〃

○勤務形Ｓ（専任．兼任）について

担当者１０５名についての割合（不明２人）

１０ ２０ ３０ ４０ ５０ 旬 ７０ 人数

：
非 三 二 言

Ｃ８（６３：）

拿 専任が１名いる図書室

が ２

” ３

” ４

が

〃

ｆ

３ ３ 施 設

１ ２ 〃

ｌ ａｆ

２ 〃

専任が全くいない図書室 ２３施設

～

～

”

”

心

～

”

④担当者の経験年数

担当者９４名中の割合

年

（

３

５

１０

１０

ゝ

ゝ

ゝ

人数

７）利用対象者敗（図書室がサービス対象とする人の数）

平均 １図●富当り利用者数 ５５４人／６４施設

１００人
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３０）
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８）図書室の設ＩＳ
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タイプライター

ｅｓ易豺本植

レタリングセット

プロジェクター

カードコピー機

ビデオ

顕≫鑓

実物投影機

パナコピー（スライド

作製観も含む）
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ＯＨＰ
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１６ｉ^！ｔｉ写植
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拿 ６０施設の統ｉｔ－です．

図會室の設備．峙になし

あるいは不明が１ｏ施設あり

９〉図書室の業務内容

資料の選択
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６２

＊製本

雛誌ａｓ

ｗ 資科の管理

インフォメーションフフイル

貸出

督促

回覧サービス

コンテンツサービス

レファレンスサービス

‡オンライン検索

相互貸借

予算作成

眺汁 ”

年次報告

図書室ニュース

スタッフマニュアル

オリエンテーション

利用指導

拿その他は省略 ｀

２．図書委員会について

（１）図書委員会の育無

ある ５０

ない ２１

（７０％）

（３０％）

（２）

４１

４７

１３

１７

６１

５６

８

３０

５３

２１

５９

３２

３９
３

５

０

０

６

３

１

１

２

３

拿以下，図書委員会のあるところのみ

図書委員会の位置づけ

院長の諮問機関

独立教間

その他（改定中，不明，ｅｔｃ）

（３）０書委員会のメンバー

①総数（構成人数）

１～ ５人 ８

６～１０人 ２２

１１～１５人 ９

□

２Ｉ人～ ６

（ １ ６ ％ ）

（ ４ ４ ％ ）

（ １ ８ ％ ）

（ １ ０ ％ ）

（ １１ ％ ）

拿製本は発注準轜も含み

数字としては不正確

拿外注をしている

ところも含む

２ ９

Ｉ ６

５

（５８％）

（３２％）

（１０％）

②職業別ｍ成 拿各機関で該当ｍｍの人がメンバーに入っていろかどうか

を施設致で表した．

（４）

医師

看護婦

パラメディカル

スタッフ

事務

司書

その他

５０ （１００％）

３１ （６２％）

２２ （４４％）

３ ２

３ ７

１

委員会運営規約の有ｒｎ

ある ２０ （４０％）

ない ３０ （６０％）

（ ５ ） 委 員 会 問 催 に つ い て

①ｒａ 催 が定 例 化

不 定 ＳＳあ る い は 必 要 に 応 じ て

ほ と ん ど 問 催 さ れ な い

ｓ問健回数

年 １０ ４

２１５１ １Ｉ

３回 ４

４回 ９

５回 ４

６回 ５

１１回 ２

１２回 ３

不明 ４

（ ６ ） 図 書 委 員 会 の 審 邁 事 項

ａ ． 予 算 案 の 作 成

ｂ ．設 備 ・ 施 設

ｃ ． 人 員 の 補 充 ・ 変 更

ｄ ． 収 書 方 針

ｅ ． 遺 書

ｆ ． 寄 Ｂ 書 の 取 扱 い

ｅ ． 資 料 の 保 存 期 問

ｈ ． 製 本 種 別

ｉ ． 廃 棄 基 碓

（８％）

（２２％）

（８％）
（１８％）

（８％）

（１０％）
（４％）

（６％）

（８％）

２ ８

２ ８

６

３ １

４ ３

１ ０

Ｉ ８

５

Ｉ ４

（６４％）

（７４％）

（２％〉

１ ７

２ ９

４

（３４％）

（５８％）

（Ｂ％）

（５６％）

（５Ｇ％）

（１２％）
（Ｂ２％）

（８６％）

（２０％）
（３６％）

（Ｉ０％）

（２８％）

ｊ．０書ｆ’Ｊ用奴約 ２０ （５６％）

ｋ．ｍ書室業吻ｚついて ２５ （５０％）

１．”０書室活動の評価 ９ （１８％）

ｍ．その他

＊研修会（司書）参加の是非 ．

総合カンファレンス（院内）の企画

図書費の配分

寄ｔＳ書の報告

１

２

１

（７）委貝会における司書の仕事（委員会メンバーに司書が入っていない場合も含む：〉

ａ．議題の提出

ｂ．会議資科の作成

ｃ．各種報告

ｄ．提案・立案

ｅ．！ｉ事録の作成

ｆ．その他

求委員の招集

予算案の提出

３８
４５
４３
３７
３９

Ｉ

Ｉ

全く仕事はしない １

（８）委員会における司書の立場（ＳＩ書がメンバーになっているところ ３７施ｍ

ａ．委員のー人として対等に発言権があろ ２９ （７８％）

ｂ．書記的な立場で発言権はない ８ （２２％）

ｃ．その他

掌委員会メンバーではないが発言のチャンスを持っていろ人たちの

意見，実情です． ・

事前に図書委員長に報告し委員長に代弁してもらう

新任のため不明 丿

委員ではないが発言できろ（回答，意見．ｅｔｃ）

全く発言権はない

１

３

３

（９〉委貝会て審議決定された事柄のうち，そのまま病院に認められるのは次のうち

どれか．

人事 ３ （６％）

資科 ４０ （８０％）

ｓｓｔｓ ８ （１６％）

図書室サービス ２７ （５４％）

その他

掌図書の配分 ２ （４％）

（１０）図書委員会の構成，ｉＳ割．権隈．等に閔する問題点

円滑に運営．問題なし ６ （１２％）

特になし ８

問ｎあり

ａ：／バーについて 少なすぎろ

戮ｍの片寄り

（医師が重観）

全員参加がｍｍ

委員の同心が薄い

運営について

役ｔ＜について

権限について

その他

規 約 が 明 確 で な い

（ 成 文 化 ざ れ て い な い ）

定 期 的 に 閑 催 ざ れ な い

流 会 し や す い

医 局 会 で 代 用 す る た め

委 員 会 が 有 名 無 実 化

１

８

１

５

２

４

１

ｒａ 書室運宮に間する討議 ５

が少ない

決定機閃でないため長阿 ５

計画が立てられない

予Ｈがない．配分が困這 ３

末以下．図書委員会のないところのみ

（Ｉ）委員会がないため運営に支ｆｉがあろか。

＊支障がある ８ （３８％）

支障がない １０ （４７％）

その他 ３ （１５％）

‡内訳 選３

種 の々基雌の決定

責任が不明確

予算請求が弱い

ｍａｍ活動に対する方針

が立てられないこと

１

２

１

１

２

ｍ書室の位置づけが不明確 １



ｎ

―

ｎ

２

２

２

－

！

１

６３

も の

（ ２ ） 問 題 の 処 理 を ど の よ う に し て い る か 。

図書係の医師と相談

上司と相談

医局幹事と相ＳＳ

ＢＩＳが処理

司書が処理するが他の機閃や

宣長に相談

他の委員会で処理

３。収書および図書の選択について

（１〉収書方針の有無

ある ２３ （３２％）

ない ３８ （５４％）

その他 １０ （１４％）

（２）収書方ｉｔ（具体的に〉

＆ｔｓｉｃなＴｅｘｔｂｏｏｋ中心に収集

臨床的なもの中心に 〃

逐次刊ｔｉ初を重視 〃

個人で買えない高価なもの 〃

（安価なものは避けるを含む）

利用度を中心 〃

蔵書構成上片寄りのないこと 〃

（均等収集を含む）

各科雑誌 ５種

各科全集 １種

病院の診康の特色を生かして収集

（単科病院も含む．老人病．

福神≫４．東洋医学，ｅｔｃ）

全集，シリーズもの中心に収集

” は収集しない

個人的な好みの強いものは避ける

希望図冑をｇ・ 観する

３

６

１

１

１

２

１ ０

１ ４

４

６

３

３

１

１

５

２

２

１

４

（３）■ａ科の選択や蔵書内容のコントｏ－ルをどこで行うか（複数回答）

事務（用度－など）

コン ｝ロールしない

その他

掌各医局で

室長

図書係のＤ

３ ３

６

１ ７

０

１５

１４

９

１

５

（ ４ ） 選 択 対 象 資 料

ｆ ’Ｉ用 者 の 希 望 し たｇ 科 の み

利 用 者 要 求 だ け で な く 図 書 委 員 会 や 司 書 。

院 長 か 必 要 と 考 え た 資 科 も 含 む

利 用 者 要 求 は と ら な い

そ の 他

（ ５ ） 選 択 の ポ イ ン ト （ 複 数 記 人 ）

≫ｆｆ 書 １ ． 利 用 度

２ ． ｎ 用 者 要 求

（ 各 科 の 希 望ｍ 位 も 含 む ）

３ ． 蔵 書 構 成

４ ． 価 格

５ ． 著 作 事 項

Ｇ ． 各 科 の 予 算 内 購 入

７ ． 各 科 均 等 に

８ ． 改ｓｓさ れ た も の

９ ． ｍ ｍ の みａ 入

１ ０ ． 研 修 生 の 希 ＳＳＥｌｉＳ 中 心

Ｍ Ｓ Ｉ ． 利 用ａ

２ ． 利 用 者 要 求 （ＳＬｉＳ仕 ）

３ ． 各 科 平 等 に

４ ． 価 ≫ｓ

５ ． 主 題 別 戎 成

６ ． 誌 数 ふ や さ な い こ と

７ ． 新 し い 分 野 ｔこ 寛Ｓ

ａ ． 医 局 会 で 討＾ 次 定・ｔ ’ｔｆｉｉ

３ ． 各 科 部 長 の 意 見 重 ｍ

１ ０ ． ｍ は 生 の 希 望 ａ 撹

２ ３

４ ５

１

２

（３３％）

（６３％）

（ １ ％ ）

（ ３ ％ ）

ＩＢ

１７

２

８
２

２

１
１

～

―・
ｒ
ｆ
５

８
５

４

２

１

１
１

１

１

２
１

（ Ｇ ） 予 ｎｉｉ ’Ａｌこ つ い て

＜Ｉ）資 ≫ｉ８’ｉ５ｄ分 を し て い る か

している

していない

その他

２ ２

４ ２

７

②診眼科別配分をしているか

している ２９

していない ３４

その他 ８

③主題別配分をしているか

している ６

していない ６５

（７）選択のための１ウールについて

ａ．現ｎ（ａｉｔい図書）

ｂ．出版口録

ｃ．所在目録

ｄ．≫ｉ刊寞内パンフレット

ｅ．ＣｏｒｅＪｏｕｒｎａｌ，ＣｏｒｅＢｏｏｋｓリス｝

ｆ．書Ｉｆ

ｇ．広告

ｈ．その他

特になし

（８）資ｔｉの廃棄基準について

①廃棄基準の有無

＊ｌある １１ （１５％）

本２ない ５０ （７０％）

その他 ３ （５％）

不明 ７ （１０％）

４ ０

５ １

３

５ ４

９

２ ０

２ ４

５

拿１ 車行書は改版されたら廃棄し新鰻ａ人

単）Ｉ書は刊行後１５～２０年のものを廃棄

単ｉｆ書は内容がそぐわないと判断したもの

ＥｉＳしているもの

医孚に閲係のないもの

雛誌は２０年問保律，それ以前は慶襲

？ 各科で決定（

受人中止を決めたｉｔｉ£

＊２ スペースに余裕あり

廃棄しない方針

資料が新しいため必要なし

別置するスペースがあり

今筏のＳ屈

蔵書数が少ない

６

３

１

１

１

２

５

６

２

１

４

２

②廃棄基準の決定ポイント（基準がなくても現実に廃棄する場合のポイントも

合む）

ａ．スペースのみ １３

ｂ．資科のｅｍ １５

ｃ．利用度 １１

（９）寄・ 會の取扱い基準について

掌ａ．基準がある ８

ｂ 。 時 々 必 要ｉこ応 じ て

ｃ ．特 に 基 準 は な い

ｄ ． そ の 他

１ ９

４ ２

２

‡コマーシャルベース以外のものを受入れ－５

交換雑誌は１年のみ保存，製本せずその後廃棄

単ｌｌ書は内容価値のふさわしいもののみ受入れる

雑誌は継続性を重視

４．図書室のサービス体制について

（ １ ） ① ＜ｉｌ用 貪 象 者

病 院 職 員 の み

”

ｚｚ

そ の 他

１５ （２１％）

十学生 ４５ （６３％）

” 十患者 ｌ （２％）

１０ （１４％）

≪＞ＳＲ 者，ＯＤ

当直医

地域の開Ｓ医－勧猫医

医咬関係者

学校ｉｉｉ

ＥＣ（院長，室几）の認めた

登鉉医師

利用を岨まない



６４

＠図書窒の位置（ｌｏｃａｔｉｏｎ）

ａ．利用に便利なように位置を考霞

ｂ．特に考慮していない

ｃ．その他

○資科の配置

ａ．資料の中央化（別置と併用も含む）

ｂ．各廊署に別置

ｃ．その他

掌問題多いようすである．

腿 書室の間鶴 問

２ ９

３ ４

８

（ｉｏ％）

（４８％）

（１２％）

５ ９

１ ０

２

ａ ． 司 書 の 勤 務 時 問 の み

ｂ ． ” ＋ 必 要 に 応 じ て 開 室 で き る

ｃ ． ２ ４ 時 間 開 放 （ 爾 室 し な い ）

ｄ ． そ の 他

＊ｉｉ 務 時 同 外

５：００～ ８：（χ）Ｐ．●．無 人 間 放

時 差 勤 務

ア ル バ イ ト で 時 間 延 長

医 師 の み ２ ４ 時 間 利 用 可

（ ２ ） 院 内 蔵 書 利 用 体 制 に つ い て

ａ．新著書展示

ｂ．主題別資料配架

ｃ．資科の保管

ｄ．蔵書目録

ｅ．新着雑誌の展示

掌ｆ．製本

ｇ．インフォメーションファイル

ｈ．資料配置案内

ｉ．ＲＵＥスペース

ｊ．二次買料の別置と利用スペース

ｋ．貸出

１．コピー轜の設置

ｍ．回Ｂサービス

Ｄ．コンテンツサービス

ｏ．その他

特集記事索引

３６

４２

５７

５８

４３

５３

７

３１

５２

３８

６３

４６

４

３０

（５０％）

（５９％）

（８０％）

（８０％）
（６１％）

（７５％）

（１０％）
（４４％）

（７３％）
（５４％）

（８９％）

（６５％）

（６％）
（４２％）

拿飽は別の賢周と重複のため省略

（３）レフ７レンズサービスについて

①レファレンスサービスに対する考え方

ａ．積Ｗ的Ｏ．行うぺ吉

拿ｂ．ｉ優 性は３めるが現状では困童

ｃ．要求があれぽ行うが特にそのｉ－を認めない

ｄ．その他

Ｓ理由 Å手不足

経験 Ｉｆ

資科 〃

時間的余裕なし

②外郎機関の利用について

＼利用度・

ａ。よく利用する

ｂ．まれに 〃

ｃ．全く利用しない

２

４

１

２

１

４ １

２ ４

６

（５８％）

（３４％）

（８％）

２）日常よくｎ用する外郎機関

ａ．大学医孚・生物系図書館
ｂ．国立覆会図會館
ｃ．ｍｍ 書館

ｄ．窮院図會室
ｅ．ＪＩＣＳＴ

ｆ．ＩＭＩＣ

ｅ．日本医師会図書室

ｈ．日本看護協鱈 會室
ｉ．１９外の図書館（ＢＬＬＤ．ＮＬＭ）

Ｊ．その他
１

１

１

（８３％）

（１４％）

（３％）

７

３

６

５

１

１

２

４

１

２ ９

１ ９

１ ４

９

５８

１
１１

４７

１０
３

８

６

６

＠ 情 報 検 案 サ ービ ス に つ い て

１〉二 次 資 科 の 整 備 、 オ ン ラ イ ン 端 末 魯 の 設 置 に 関 す る 考 え 方

ａ．早急に建備すぺき

＊＼ｂ．Ａｍ性を留めるが｜現状ではｓ難

ｃ．必要性を認めない

毒２ｄ．その他

１６

４０
６

９

掌１

＊ ２

予算上の理由

人手

コス｝

スペース

盾用面

業務量の増加

検討中

整備済

１ ０

５

８

３

３

２

２

１

２）所ｉ８二次資科

ａ．ＩＭ ５０ （７０％）

ｂ．ＥＭ １８ （２５％）

ｃ．医学中央雑誌 ６２ （８７％）

ｄ．日本看護間係文献集 ３０ （４２％）

ｅ．国内雑ｍｉ事索引 １８ （２５％）

ｆ．ＣｕｒｒｅｎｔＣｏｎｔｅｎｔｓ １９ （２５％）

ｇ．総説誌 平均 ２種

３）オンライン端末機

ａ．設置してサービスを行っている

ｂ．ａ置していないが外部機関利用により

サービスを導入している

ｃ．端末後未設置である

ｄ．その他

予定中

準備中

１

１

＠相互貸（§サービスについて

Ｉ） 貸借両方のサービスを行っている

貨サービスは行わない

相互貸ｓサービスは行っていない

不明

２ ）
費用負廻

ａ ．

ｂ ．

ｃ ．

病院負担

個人負担

その他

｝

８

５ ５

３

Ｉ ０

３

Ｉ５

１７

３ ５

４

（７８％）

（４％）

（１４％）

（４％）

両者の回答が混っているため

省略

（４）図書窒のサービス体制を整えるあたっての問且貞は何か．

人的要素 人数

資質

双方

専任の配匿

予算的裏付

スペース

環墳が不十分

体制未確立，ａ備，

外部へのサービス不可能

利用者の関心の低くさ

紛失図書が多いこと

コスト

公的に認められないこと

管理者の理解

司書の業務コントロール

の悪さ

吋
鴫
吋
り

１ ０

１ ０

７

４

３

１

１

１

２

利用対象者の枠ｉ’せまいこと １

５．図會富活酋の評－ こついて

（１）

定期的に評価を行っている

必要に応じて Ｓ

評価を行っていない

（ ２ ） 評価対象

ａ．蔵書

ｂ．Ｓ３者 ．

ｃ．予算

ｄ．図書室サービス

ｅ．ＨＥ設・設備

ｆ．その他

４ ７

１ ４

３ ３

３ ８

２ ３

１

（３）評価のための参考資科

ａ．各種利用統計

ｂ．ａ費

ｃ．担当者の負ｓ

ｄ．図書館情報サービスの動向

ｅ．その他

２ ７

７

４ ５

１ ｇ

３ １

２ １

１ ５

２ ９

７

（ ９．９％）
（６３．０％）

（２７．０％）



６。ＶｉｉＨ粛務について

（Ｄ 実施している統計の種頭

ａ．人館者数

ｂ．貸出ｎ数

ｃ．複写枚数

ｄ．相互貸借件数

ｅ．文献検索件数

ｆ．レファレンス件数

ｅ．その他

掌孚会発表件数

２３

４６

３７

５０

３４

２１

（３２％）

（６５％）
（５２％）

（７０％）

（４８％）
（３０％）

コ ピ ー さ れ た 資 料 数

コ ン テ ン ツ 申 込 雑 誌 数

蔵 書 ｍ ｉ

Ｓ Ｄ Ｉ サ ー ビ ス 数

月 別 図 會 購 人 費

分 類 別 資 科 利 用 者 数 （ 職 種 別 ）

洋 雑 誌 利 用 状 況

貸 出 人 数

ＯＢ ド ク タ ー へ の サ ー ビ ス 敵

（２）統ｉｔ後の処置

ａ．報告書作成・提出

ｂ．討議・点検の資科として活用

ｃ．図會室資料として保管するのみ

ｄ．その他

（病院発行の雑誌に掲暇

（３）統計業務の問題貞

業務に生かせない

数字に欠落している郎分の評価

（ ４ ） 統 計 輿 査 の 時 期 ・ 期 間

ａ ． 通 年 （ 会！ｔ 年 度 の も の も 含 む ）

ｂ ． 一 定 期 間 中

ｃ ． 必 要 に 応 じ て

ｄ ． そ の 他

ｅ ． 不 明 統ｉｆ を 行 つ て い な い

と こ ろ も 含 む 〉

（５）ＵｓｅｒＳｌｕｄｙについて

拿ｎ．行ったことがある

ｂ． ” ない

ｃ．その他

１ ８

４ ９

４

６

４

０

－

２

２

１

１

１

２

２

１

１

１

１

１

１

Ｉ ９

２ ３

２ ５

５

３ ）

４４

７

５

５

１ ０

拿 図書室中央化に対する希望調査

個人別フフイルで利用雑亀調査

ニード調査

職種別．目的別利用者敗爾査

文献人手．ｎ用の動向

利用者アンヶ－ト

７。広報活動について

（１）

ａ．Ｓ科のＰＲ中心

ｂ．利用方法のＰＲ中心

ｃ．どちらも

ｄ．行つていない

ｅ．不明

２ ８

８

２ ３

５

６

（２）広報活動の種頭

Ａ

オリエンテーション

文献利用指導

Ｂ

ａンテンツサービス

インフォメーションフフイル

利用手引の作咸

新着案内

図書宕ニ３．ース

新刊會鬘内

２Ｉ

２０

２ ７

５

２ ３

４ ４

６

２ ２

な ど

Ｄ

新着資料の展示

種々の掲示

その他

製本外往日のおしらせ

書店による医書展問催

（展示、即売）

見計い本案内

３４

２４

１

２

１

請人新着図書のＳ科への連ｔｉ ２

（３）広報活動の実施状況

ａ．定期的 ２７

ｂ．不定期 ３６

ｃ．その他 ３

不明 ５

（ ４ ） 利 用 者 に 喜 ぱ れ る 広 報ｉ£ 動

コ ン テ ン ツ サ ービ ス

特 集 記 事 リ ス ト ｏｒ索 引

新 着 図 書・ 雑 誌 の 展 示

斬 首 案 内

新 刊 書 案 内

図 書 室 ニ ュ ー ス

利 用 手 引

見 計 い 本

医 書 展

オ リ エ ン テ ーシ ョ ン

文 献 利 用 指 導

ク イッ ク レ フ フ レ ン ス（ ？）

（５）広報活動の効果

ａ．効果あり

ｂ．劣力のわりに効果なし

ｃ．ａ果ほとんどなし

ｄ．その他

不明

８ 。 図 書 室 業 務 以 外 に 行 っ て い る 仕 事

ａ ． タ イ プ ３ ９

ｂ ． ス ラ イ ド １ ６

ｃ ． 雛 誌 編 集 １ ５

ｄ ． 業 績 収 集 Ｉ ６

ｅ ． 個 人 の 本 の 発 注 ５ ３

ｆ ． そ の 他

本医 局 事 務 （ 秘 書 ）

院 長 秘 書

所 長 秘 書

院 内 報 の 編 集

（ 所 内 報 も 含 む ）

診 康 緑 管 理

コ ピ ー

個 人 製 本 発ｉｔ

外 麦 受 付

医 康 事 務

一 般 事 務

庶 務

日 直

粟 ｉｔ集 編 集

ビ デ オ 管 理

ａ ｍ．

７

４

６

５

４

３

１

１

２

３

８

ｌ

１ ８

２ Ｉ

８

１ ２

９

３

１

２

３

４

１

１

２

１

２

１

ｌ

６５



田 図書室の規模について

回答病院７１病院の設置主体、病床規模は

以下の通りである。

厚生省

都道府県

市

厚生団

全社連

公務員共済

厚生連

済生会

日 赤

公益法人（財団法人を含む）

公 社

労働事業団

健保組合

医療法人

その他の法人

学校法人

１００ 床 以下

１００床 台

２００ ＺＺ

３００ ／Ｚ

４００ 〃

５００ ／／

６００ 〃

７００ 〃

８００ 〃

９００ ／Ｚ

１０００ 〃

１２００ 〃

１４００ ＺＺ

不 明

最大病床数

最小 ・・
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Ｍ
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Ｈ
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３
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Ｑ
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Ｍ
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７
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０
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５

１
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１

１

１

０１

１４７８床

５２床

以上のような設置主体、病床規模の病院全

体の図書室の規模は平均で下記の通りである。

面 積 １５８ｍ ／６８施設

蔵 書 １０４８８冊／６６施設

単 行 書 ４９９３冊／６３施設

雑誌受入種類数 １８９種／６７施設

６６

年間受入図書冊数 ２３１冊／６１施設

予 算 ８５７万円／６０施設

担当者数 １．５人／６９施設

利用者数 ５５４人／６４施設

設備ベスト５
－

タイプライター（５７施設）

複写機（５１施設）

プロジェクター（２９施設）

オンライン検索端末機（ｉ６施設）

ワードプロセッサー（１４施設）

担当者の業務実施状況（概略を実施病院の

％で示した）

１ 収書（選択・廃棄）

資料の整理とその付随業務

レファレンスサービス

広 報 活 動

図書室の管理的業務

６０９６

１２％

１１９６

Ｓ４９６

Ｍ９６

（２）図書委員会について

図書委員会は回答病院の７０％ の５０病院で

設置されている。国公立、日赤などの公的大

規模病院ではほとんどのところが図書委員会

を設置しているのに比べ、医療法人あるいは

一部の公益法人系病院での委員会設置率は低

い。これは、医療法人系の病院はその規模の

格差が大きいので一様に考えられないにせよ、

総体的には小規模で、図書室の規模もそれに

準じて小ざいことが原因の一つと考えられる。

委員会の院内組織上の位置づけは設問自体

に問題があり、正確なことは不明である。し

かし、委員会が人事権や独自の予算を持つこ

とは病院内では難しいため恐らくは殆んどの

ところが諮問機関であろうと思われる。その

権限に関しては強力なところとそうでないと

ころとで多少差がありそうである。

構成員 は６～１０人までがもっとも多く、

次に１１～１５人である。１～５人の小規模な

ところも８機関ある。職種別構成は全機関で

医師がメンバーとして入っており、人数的に

みても図書委員会は医師中心に構成されてい

るといえる。問題なのは現場の責任者である



司書がメンバーに入っていないところがある

ことで、図書委員会設置率の良さとは逆に国

公立など公的病院において司書がメンバーに

入っていないところが多い。たとえば都府県

立病院ではその半数がこれに当り、厚生省、

厚生団、公社関係などでも同じような傾向に

ある。これは多分に機構上の問題が関係して

いるようである。

委員会運営規約かおるところは約４０９６、

開催が定例化されているところは ３４９６とい

ずれも半数以下で、かなり融通無碍に運営さ

れていることがわかる。一方殆んど委員会が

開かれない病院も４病院あり、これらの病院

では委員会が有名無実化しているのであろう。

開催は半年に一度あるいは年４回が多いよう

である。

審議事項はやはり選書中心で、図書室業務

や活動の評価、予算、人員の問題などの運営

面にはあまり触れられないようである。これ

は資料面については図書委員会の決定にかな

りの権限かおるのに対し、運営・管理面にお

いては病院全体との関連もあり一定の提言、

希望を出すにとどまることと無関係ではない

だろう。

現在の図書委員会の問題点としては、メン

バーの職種の片寄り、委員の関心の薄さ、図

書室運営に関する討議の少なさ、長期計画の

立案が困難なことなどが挙げられている。

図書委員会が設置されていないところでは

そのために支障があるとするところ、ないと

するところほぼ半数づっである。これは図書

委員会や図書室活動に対する考え方の相違に

も一因かおるように思われる。委員会がない

場合にも、その６０％ のところでは図書係の

医師、上司と相談の上業務を進めるなど何ら

かの手だてを講じているようである。

（３） 収書および図書の選択について

収書に関しては２３機関で方針がつくられ

ているようであるが、まだ多くの図書室では

明確な収書の方針はないようである。しかし、

現在ある収書方針をみると、Ｂａｓｉｃな Ｔｅｘｔ－

ｂｏｏｋ中心、臨床的なもの中心、病院の診療

の特色を反映したものにする、など病院図書

室としてはごく自然な収書傾向を示しており、

あえて方針を作らなくてもよいのかもしれな

い。しかし、長年に亘って蔵書を創り上げて

ゆく際に常識的とはいえ、一定の明確な方針

が引継がれてゆくことの意味は大きいと思わ

れる。

蔵書内容は全くコントロールしないと答え

た１５施設を除いて図書委員会等何らかのチェッ

ク機関を持っているようである。選択の対象

とする資料は利用者から要求の出だものを最

重視しており、選択ポイントも利用度をまず

考えるなど利用者中心の蔵書が作られている

ようである。

資料購入費の配分については診療科別に配

分を考える傾向がみられるが、主題分野が細

分化し、資料のタイプも多岐に亘ってきてい

る昨今では、そういった面にも注意が必要に

なってくると思われる。

資料の廃棄については１１施設のみ基準が

作られているようである。まだかなりの図書

室でスペースに余裕かおるようで、逆に廃棄

しない方針を明確に出しているところも６施

設ある。「今後の課題」と回答したところは

４施設にすぎず、病院の図書室のスペースに

ついては予想に反する結果ともいえる。

寄贈書の取扱い基準についても廃棄基準と

同様あまり関心がなさそうに思われる。しか

し、こオ１も大まかな基準を作っておくと取扱

いが統一し、また簡便になるであろう。

（４）図書室のサービス体制について

図書室サービスを行う体制はどのような傾

向にあるかを次にみてみよう。

利用対象者は職員のみのところが１５施設、

他は何らかの範囲で利用対象者を拡げている

が、最も多いのは職員と実習学生を対象とし

ているところである。

図書室の位置は半数近くが利川の便を考え

６７



て設置されている。資料は多くの病院で中央

化されている。しかし、中央化されていても

現実には長期貸出等の形で事実上別置される

ことが多く、新刊書や基本的な図書に関して

は問題が多いようである。

図書室開室時間は８３％ の図書室で司書の

勤務時間に限らず必要に応じて利用できるこ

とになっている。また一応時間を決めている

場合にも時差勤務、アルバイト雇用などで開

室時間の延長を計るなど工夫がされているよ

うである。

院内蔵書利用体制に関しては資料の保管、

目録作成、貸出などが比較的よく行なわれて

いるが、この項目に関しては行なわれていな

いものとその数字に注目する必要がある。例

えば閲覧スペースは２０施設近くが十分用意

ができていなかったり、貸出ですら８施設が

実施していないことになる。もちろんこれら

全てが必要不可欠なものではないが、図書室

体制としては決して整ったものではない。

レファレソスサービスは積極的に行うべき

と考える人が４０％、後は必要性を余り認め

ないか、人手不足等の理由により実施が困難

であるとしている。これで見る限り病院図書

室ではレファレンスサービスはまだ十分定着

しているとはいえないようである。

次に相互貸借、情報検索等のサービスを中

心にみてみると、相互貸借は約８０％の図書

室が実施しており、情報検索、とくにオンラ

イン検索においては端末機設置如何にかかわ

らずサービスを導入しているところが４５％

ある。外部機関は約６０％ の図書室がよく利

用しており、大学医学図書館、他の病院図書

室を利用することが多いようである。二次資

料やオンライン端末機の整備に関しては予算

上の理由、コスト、人手などの点で必要性は

認めつつもなかなか実現できないというのが

現状のようである。

サービスの体制を整えるに当って、病院図

書室の抱える問題点は担当者の質や人数など

６８

の人的要素、予算的裏付、スペースなどに集

中している。特に担当者に関しては、２７施

設（約４０％）が整備上の問題点 として挙げ

ている。

（５） 図書室活動の評価について

図書室活動の評価は定期的に行うところは

１０％ に満たないが、必要 に応じて評価を行

うところも合わせると約７０％ 強の図書室で

行なわれている。主に蔵書、図書室サービス、

予算等について各種統計や図書館情報サービ

スの動向を基に評価しているようである。こ

の評価の程度は恐らく病院により相当開きが

あると思われるが、その点については未調査

のため不明である。

（６） 統計業務について

病院図書室では多くの項目に関してそれほ

ど完全に統計をとっているわけではない。し

かし、相互貸借件数、貸出数などは６５～７０

％ の図書室で統計をとっているようである。

統計後の処置は約６０％ のところが報告書を

作成して提出したり、討議・点検資料として

活用したりしている。

統計業務を行う上で問題になる点は第一に

正確さであり、これは図書室担当者の勤務形

態や時間外利用の多さなどに起因していると

思われる。また統計数値の分析評価について

も問題視する人が少なくない。

Ｕｓｅｒｓｔｕｄｙ は別に項目を設けてとり上げ

たが殆んどの図書室で行ったことがないよう

である。限られた職域内図書室であるので実

施はかなり楽な筈であるが、実際には２５％

程度の図書室で行なわれたに過ぎない。

（７） 広報活動について

図書館の行う広報活動はさまざまであるが

病院図書室では新着図書案内が最もよく行な

われている。次いでコンテンツサービス、新

着図書の展示、種々の掲示などが行なわれて

いるようである。これは利用者に喜ばれる広

報活動の上位を占める項目とほぼ一致する。

利用者に喜ばれる広報活動のうち最 も多い



「文献利用指導」は実施病院こそ３０％ に満

たないがヽ もし実施するならかなり効果的で

あろうと予測できる。

このような広報活動の成果は、しかしなが

ら余り良いとはいえない。労力のわりに効果

なしという回答や効果はほとんどないという

回答も含めると４０～５０％ に達する。

ａ 考 察

このアンケートに関しては、母数が小さい

ため、細かい分析や考察は不可能である。従っ

て、ここでは２、３の問題を抽出して、これ

らについて若干の考察を加えるに止める。

（１） 図書室規模の基準について

日本では病院図書室の設置基準がないこと

で、総体的な水準の低さや一図書室内の蔵書、

スペース、人的要素などのバランスの悪さ、

あるいは病院間格差の大きさなどを招いてい

ることが既によく知られている。

このアンケート調査の回答病院の図書室規

模をまとめると表１のようになる。

また、これを病床数別、設置主体別にみた

ものが表２、表３である。この場合は回答病

院全てを対象とせず一定グループ化できるも

のに限定してまとめた。

これでみるとベッド数４００～６００床、利用

者数 ５００～６００人の病院の図書室の実態が概

そわかる。但し都府県立病院の場合はがんセ

ンター、成人病センター、リハビリテーショ

ンセンター、養育院付属病院などいわゆる総

合病院ではない病院や研究施設を併設してい

るところが多いことは注意しておく必要があ

る。またここでは国立病院は回答数が２しか

なかったため除外した。

① 表３によると都府県立病院が全体的によ

く整備されているようである。また各病院間

の格差もそれ程大きくはない。これと同様に

比較的よく整備されているのが公益法人系の

病院図書室である。しかし、公益法人系図書

室の場合は病院間格差が大変大きく、所在も

大都市に集中している。地方においては国公

立、日赤などの病院がその地域の基幹病院と

して医療の中心となることが多いので、公的

病院（総合病院）の規模を一応の目安として

図書室規模を考えるのが最も妥当ではないか

と考える。

医療法人系の図書室はこの表からもわかる

ように規模が小さい。平均病床数が３６０床

であるが表２の３００床台の病院の平均と比

較すると利用者数も予算もその６０％である。

図書委員会設置率も３０９６と低い。これら医

療法人系の病院は病院自体の規模も小さく、

また病院間格差も大きいため指標としては使

いにくい面がある。

② もう一つ病院図書室の規模を考える時に

参考になるものに厚生省の臨床研修医指定病

［表 １ ］ アンケート回答病院の図書室の規模（平均）

病 床 数 面 積 予 算 年間受入図書 受 入 雑 誌 担 当 者 利 用者

５０８床 １５８ｍ２ ８５７万円 ２３１冊 １８９種 １．５人 ５５４人

［ 表 ２ ］ 病床数別の図書室規模（平均）

厩点諜） 面 積 予 算 年間受入図書 受 入 雑 誌 担 当 者 利 用者

３００床台（９） １３４ｍ２ ８０２万円 ２２４冊 ２４１種 １人 ５３７人

４００ 〃 ｔｔＯ） １１０ ８６１ ２３０ １８４ １．５ ５７１

５００ 〃（９） １３７ ７９０ ２０１ １９７ １ ５７４

６００ －（１１） ２２９ ９５０ ２６９ ２３３ １ ６９７

６９



＊

［ 表 ３ ］ 設置主体別の図書室規模 ’（平均）

設 置主 体
（該当病院数＞

病、床 数 面 積 予 算
年 間
受入図書

受 入 雑誌 担 当 者 利 用 者 図 委 会
設 置 率

都府県立（１１） ４８３床 ２３１ｍ” ９８０万円 ２５３冊 ２３６種 １．５ 人 ６２０人 約９０９６

市 立 ㈲ ６０６ ８０ ６３４． １７６ １２６ １ ・ ５１１ ７０

日 赤（９） ６７０ １４７ ７０８ １６７ １４０ １ ト ５７４ ８０

公益法人（９） ４１９ １２６ ７３５ ２０４ １９６ ・１．５ ‥． ６３９ ７０

医療法人（６） ３６０ ６８ ４５４ ＊＊１７５ １４０ ０．７５ ３２３． ３０

＊ 公益法人には財団法人も含む

＊＊ 一般書（単行書）受入数も含む

院や学会の教育病院等の図書室規模かおる。

このアンケートではその項目は調査していな

いが設置主体や病床数に限らず卒後教育に必

要な図書室のおり方が示されるかもしれない。

③ このアンケートではベッド数 ５００～６００

床 の病院では図書室は面積１００～１５０ｍ 、^

予算８００～９００万円、受入図書数約２００冊、

雑誌受入約 ２００Ｔｉｔｌｅ、担当者１人という規

模が実態のようである。これが果して妥当な

姿かどうかこれから検証していく必要かおる

だろう。ある一定の指標を作り、そこから病

院の規模や性格に準じてそれぞれの図書室を

作ってゆくことが今後の課題といえる。

［ 表 ４ ］

圈 図書室担当者（人数と配置）について

図書室が如何によく運営され、活用される

かは担当者の力に貧うところが多いことはよ

く知られている。そこで√病院図書室の担当

者の状況をまとめておく。

表４は担当者数と勤務形態別にみた図書室

の蔵書規模、利用者数、業務実施率である。

これによると、担当者専任１名を基準に考

えた場合、確かに専任２名以上のところでは

（専任３名の１施設だけは少し例外であるが）

図書室規模は大きくなっている。ところが、

担当者数が増えても勤務形態が兼任の場合は

決して図書室規模は比例して大きくなってい

図書室担当者数と図書室の規模，業務実施率
※７０施設

担当者数と
勤 務 形 態 蔵 書 年間受入図書 受入雑誌

利 用
対象者 収 書 資料整理

レ゙ フ ア・

レ ン ズ
管理事務 広報活動

担当者１名

兼任／１４

専任／２９

７，０５７冊

７，７３１

１２８冊

２３０

１２５種

１６３

４１２人

４８３

Ａ１９６

６５

７０９６

８６

４６９６

７１

１８％

４７

１１９６

４０

担当者２名

兼任２／４

専１，兼１／５

専任２／１１

７，８０６

１１，８１３

１８，５２１

２２６

１７６

３５１

１２６

１５９

２９６

７２６

９６９

６９９

５６

８０

５５

７５

８５

８３

６１

６３

７６

８

６５

６１

４４

４０

４２

担当者３名

兼任３／３

専任３／１

４，７５１

１１，９１２

７５

３９８

９８

１７８

３３４

３００

５５

３３

７３

４５

３３

６７

１１

０

０

０

担当者４名

専２，兼２／１

専任４／２

１８，１７２

３６，２２８

１７６

４７５

２９０

５０７

８４５

１，０５０

６７

８３

９１

８２

１００

５８

７５

８８

６７

５０

７０



ない。逆にいえばかなり小規模な病院で図書

室を開設しようとすれば、他の部署と併設す

るか、あるいは一定の人数でいくつもの仕事

を担当させるかのいづれかになることが予想

される。 ＝

次に業務実施率であるが、「管理事務」を

例にとると、予算作成、統計、年次報告、ス

タッフマニュアル作成などの項目のうち全て

を実施しているものを １００９６とし、各グルー

プの施設数で割るというあまり正確でない方

法で算出したものである。しかし、概その傾

向はつかめると思う。これによると人数が多

ければ実施率が必ずしも高くはならないが、

レファレンスや管理事務、広報活動などでは

差異がみられる。人数の差よりもむしろ勤務

形態による差の方が大きい。

そこで、ここでもう一度担当者の配置状況

（人数、専任か兼任か、司書か非司書か）を

詳しくみてみると表５、表６のようになる。

これによると、担当者１名のところは６３

％、２名が２８％、３名が＾％、４名が＾％と

なっている。

このうち担当者１名のところを選んで司書、

非司書別、更に専任、兼任別に業務実施率を

みてみる。全般的にみて、やはり専任の方が

はるかに業務実施率が高い。では司書、非司

書ではどうだろうか。専任の場合は収書に関

して は司書の実施率が １．８倍と高いが、整

理業務、レファレンスに関してはほとんど差

がなく、管理事務や広報活動に至っては非司

書の方の実施率が高くなっている。兼任の場

合も大体同じような傾向で、ここでみる限り

司書としての教育を受けているかどうかより

も時間的、物理的に業務が行える状態にある

かどうかの方が業務実施率に直接影響するよ

うである。利用者や利用のタイプ、蔵書の種

類や規模などによってそれぞれ、の図書室サー

ビスの質や量が異なるため、司書、非司書の

業務差が全くないと断言はできないかもしれ

ない。

しかし、医学という特定分野の図書館であ

ることや情報サービスの新しい発展が目ざま

しいことを考えると、病院図書室の担当者は

以前の司書教育を受けたかどうかよりも、もっ

と別の資質が必要であることは容易に推測で

きることである。そこで、小規模な病院図書

室では、可能な限り担当者を専任にし、必要

な現任教育の機会を与えるべきであり、それ

が不可能な場合には、業務実施率を参考にし

て不足部分をどう補うか工夫すべきであろう。

（３） 病院図書室の資料と予算配分について

病院図書室の資料購入の状況はどうなって

いるか。特に単行書と雑誌の予算配分はどう

か、アンケートでみると単行書ｍ入費は平均

２２９万円、ｈｉｔ－＞！．－購入費は ５９２万円でその比

は３：７である。これが平均的な傾向である

が極端な場合は単行書５万円、雑誌６００万

円で１：９９の割合でＭ：誌を重視していると

ころもある。医学分野図書館で雑誌重視の傾

向は当然と思えるが、この場合はやはりバラ

ンスを欠いているように思われる。

完全な回答をしてきた５２施設についても

う少し詳しくみると表７のようになる。

ここでみると雑誌購入が多く、それも洋雑誌

を多く購入しているところは利用者数とくに

医師数が多いことがわかる。また、単行書購

入冊数にはそれ程大きな差がなく、病院図書

室の予算（資料購入費）の差は主として逐次

刊行物の購入誌数の差ということができると

思う。

４． 結 び

以上、簡単にアンケートの集計報告をした。

今後いろいろな側面から病院図書室のあるべ

き姿や一定の基準化か模索されるべきであろ

うが、今回は先にも述べたようにアンケート

の調査範囲が狭いこと、回答数が更に限られ

ていることなどから細かい分析は不可能であっ

た。しかし、回答を寄せた病院は一定の図書

館活動を行なっている病院、かなり高水準の

７１



［表 ６ ］

［表５］

担当者１名

担当者２名

担当者３名

担当者４名

担当者の配置状況

司 書 ・ 専 任

” －． 兼 任

非 司 書 専 任

兼 任

どちらも司書で専任

” 兼任

司書・非司書で専任

” 専任と兼任

どちらも非司書で専任

” 専任と兼任

” 兼任

全て司書で全て兼任

司書（１）．非司書（２）で専任

全て非司書で全て兼任

司 書（３）．

司 書（２）．

※ ７２施 設

２３施設

＆

６

８

７

２

３

３

１

２

２

１

１

９

｀

非司書（１）で専任

専兼任２名づつ

非司書（２）で専任

担当者一名の場合の業務実施率

１

１

１

ｕ
ｓ
４

↓

０９
｀

１

４

１

収 書 資料整理 レファレンス 管 理 広 報

司 書 専 任（２３）

兼 任（８）

１１９６

４７

８７％

７７

７４％

４３

４^ ％

２１

３５％

２８

非 司 書 専 任 Ｃ６）

兼 任（８）

３９

４５

８５

６１

６７

３７

５８

１２

５０

４

［表７］

予算配分

雑誌＞単行書

洋雑誌＞和雑誌｛
和 〃 ＞洋 〃

雑 誌≒単行書

単行書＞雑 誌

施設 数 、

７

０

０

０

５

０

Ｃ

ｉ－

Ｈ

Ｔ－

Ｈ

７

単行書（平均）

２０５冊

２４３

１７１

－２７０

－２１７

病院が多かったことなどから日本の病院図書

室を考える上で一応の目安となる結果だと

思う。このアンケートは昭和５９年９月に開

催された日本病院会全国研究会のために実施

されたため、純粋な実態調査としては厳密さ

７２

雑誌’（平均）

２３０種

２６７

１９４

１９８

－
１０１

利用者数（平均）

５８７人

６６８

５１１

－５４２

－６２６

医師（平均）

７８人

９１＞

－ ６２

４３

を欠いている面があることを附記しておく。

図書委員会や収書、サービス体制の考え方等

も調査しているが、これらについては特に考

察をせず、集計結果を参考にしていただくに

とどめる。




